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空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
生
活

の
な
か
に
は
、
火
災
の
原
因
と
な
る
要
素

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
要
素
を
取

り
除
き
、
火
災
が
発
生
し
な
い
環
境
を
つ

く
る
に
は
、
火
災
予
防
の
知
識
と
備
え
が

必
要
で
す
。

　

春
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
る
こ
の
機

会
に
、
火
災
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

　

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

　

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

　

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

　

火
災
を
防
ぐ
た
め
、
防
炎
製
品
を
使
用

　

す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
、
住

　

宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

　

る
た
め
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く

　

る
。

ポ
ス
タ
ー
の
部

佳
作　

伊
藤
菜
海
さ
ん
︵
鷲
塚
小
６
年
︶

佳
作　

石
川
み
な
み
さ
ん
︵
大
浜
小
５
年
︶

習
字
の
部

佳
作　

宮
下
心
寧
さ
ん
︵
鷲
塚
小
６
年
︶

佳
作　

溝
口
乃
菜
さ
ん
︵
日
進
小
５
年
︶

住
宅
防
火

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

４
つ
の
対
策

平
成
29
年
度

県
防
火
作
品
展
入
賞
作
品

　

答
え
を
Ａ
～
Ｃ
か
ら
１
つ
選
ん
で
く
だ

さ
い
。

問
１　

火
事
や
け
が
を
し
た
と
き
に
か
け

る
電
話
番
号
は
ど
れ
で
し
ょ
う
。

Ａ　

１
１
０
、
Ｂ　

１
１
９
、
Ｃ　

１
１

７問
２　

碧
南
市
内
の
消
防
署
に
救
急
車
は

全
部
で
何
台
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

１
、
Ｂ　

３
、
Ｃ　
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問
３　

平
成
29
年
に
お
い
て
碧
南
消
防
署

管
内
で
最
も
多
か
っ
た
火
災
種
別
は
ど
れ

で
し
ょ
う
。

Ａ　

建
物
火
災
、
Ｂ　

車
両
火
災
、
Ｃ　

そ
の
他
火
災

問
４　

救
急
車
で
出
動
す
る
と
き
、
何
人

の
隊
員
が
乗
車
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。

Ａ　

１
、
Ｂ　

３
、
Ｃ　
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申
込
み　

３
月
９
日
㈮
︵
必
着
︶
ま
で
に

は
が
き
に
①
ク
イ
ズ
の
答
え
②
住
所
③
氏

名
④
年
齢
⑤
職
業
⑥
消
防
に
関
す
る
意
見

を
記
入
し
碧
南
消
防
署
（
〒
447

－

０
８
４

４　

港
本
町
１

－

29
「
防
火
ク
イ
ズ
」
係
）

※
正
解
者
に
は
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

正
解
者
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
で
、
発
送

を
も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

防
火
ク
イ
ズ

△宮下心寧さんの作品 △伊藤菜海さんの作品

春
季
火
災
予
防
運
動

問
合
せ　

碧
南
消
防
署　

☎
（41）
２
６
２
３

火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣
に

３
月
１
日
㈭
～
７
日
㈬
は
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